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おしらせＨＯＴコーナー　催しおしらせＨＯＴコーナー　催し
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
使
っ
た
交
通
安
全
教
室

　
交
通
ル
ー
ル
と
正
し
い
自
転
車
の
乗
り

方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

腹
２
月
13
日
㈫
〜
16
日
㈮　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
13
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
16

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

複
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

淵
固
定
さ
れ
た
自
転
車
で
仮
想
の
コ
ー
ス

を
走
行
し
、
運
転
者
の
交
通
安
全
に
関
す

る
理
解
度
を
採
点
表
で
示
す

沸
無
料

物
交
通
防
犯
課
☎
焚
２
８
８

腹
３
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
（
全
２
回
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

覆
６
歳
以
上
（
全
２
回
参
加
で
き
る
方
）

講
師　
杉す

ぎ

山や
ま

文あ
や

香か

さ
ん

払
30
人
（
申
込
順
）

沸
500
円
（
楽
譜
代
）

仏
２
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
994
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
へ

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

販
売

腹
２
月
19
日
㈪
〜
23
日
㈮
・
26
日
㈪
〜
３

月
２
日
㈮　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

複
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

覆
市
内
在
住
の
個
人
で
、
自
己
搬
出
可
能

な
方

淵
自
転
車
、
家
具
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
入
札
に
よ
る
販
売
（
一
人
１
品
。
展
示

期
間
中
、
希
望
価
格
を
入
札
箱
へ
）

結
果
発
表　
３
月
７
日
㈬　
午
後
２
時

引
渡
期
間　
結
果
発
表
〜
３
月
16
日
㈮

物
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
997
・
６
６
９
６

手
づ
く
り
み
そ

腹
２
月
24
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

複
資
料
館

覆
小
学
生
以
上

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
薄
手

の
ゴ
ム
手
袋
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
材
料
費
、
20
日
ま
で
に

資
料
館
へ
持
参
）

仏
２
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

楽
し
く
体
験
‼ 
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

「
動
く
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
」

腹
２
月
17
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生

淵
牛
乳
パ
ッ
ク
や
段
ボ
ー
ル
で
動
く
ふ
ね

や
車
を
作
る

払
10
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
994
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

腹
２
月
25
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
３
月
４
日
に
延
期

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
駐
車
場

淵
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店

物
や
し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局
（
や
し
お
生
涯
楽
習
館
内
）
☎
994

・
１
０
０
０

み
ん
な
で
う
た
お
う
！

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
名
曲
集

　
発
声
法
を
学
び
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い

る
ジ
ブ
リ
の
曲
を
２
部
合
唱
で
歌
い
ま
す
。

た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
997・６
６
６
６
）

へ季
節
展
示「
ひ
な
ま
つ
り
」

腹
２
月
17
日
㈯
〜
３
月
４
日
㈰

複
資
料
館
古
民
家
（
旧
藤
波
家
住
宅
）

淵
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事
「
ひ
な
ま

つ
り
」
の
紹
介

沸
無
料

物
資
料
館
☎
997
・
６
６
６
６

初
心
者
の
た
め
の
古
文
書
講
座

腹
３
月
４
日
〜
18
日
（
毎
週
日
曜
日
・
全

３
回
）　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

複
資
料
館

淵
江
戸
時
代
の
鷹
狩
り
に
関
す
る
古
文
書

を
テ
キ
ス
ト
に
、
く
ず
し
字
を
学
ぶ

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
14
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
997
・
６
６

６
６
）
へ

お
口
の
健
康
教
室

腹
３
月
８
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
訓
練
室

覆
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

淵
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
の
指
導
・

口
腔
体
操
・
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

弗
タ
オ
ル

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

長
寿
介
護
課
（
☎
焚
４
４
８
）
へ

お
い
し
く
食
べ
よ
う
栄
養
教
室

腹
３
月
20
日
㈫　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室

覆
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

淵
管
理
栄
養
士
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
に
つ
い
て
の
講
話
や
調
理
実
習

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
500
円
（
食
材
料
費
）

仏
２
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

長
寿
介
護
課
（
☎
焚
４
４
８
）
へ

八
幡
公
民
館
講
座

①
い
き
い
き
音
読
教
室

腹
２
月
22
日
㈭　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

淵
加
齢
に
よ
る
「
声
」
と
「
こ
と
ば
」
の

変
化
を
知
り
、
楽
し
み
な
が
ら
声
と
身
体

を
鍛
え
る
方
法
を
学
ぶ

講
師　
平ひ

ら

尾お

麻ま

衣い

子こ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

声
と
こ
と
ば
の
力
）

弗
筆
記
用
具
、
飲
み
物

払
10
人
（
申
込
順
）

②
第
４
回
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
初
心

者
向
け
）

腹
２
月
23
日
㈮
・
28
日
㈬
、
３
月
２
日
㈮

・
７
日
㈬
・
14
日
㈬
（
全
５
回
）　

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

腹2月25日㈰
午前10時～午後2時
複やしお生涯楽習館
淵▼展示コーナー＝
各消費者団体の活動
や生活に役立つヒン
ト、環境にやさしい
生活を実践するため
のヒントなどの紹介▼手作り品コーナー＝展示・実演
・販売やスタンプラリー参加者へ日用品の配布、小松
菜無料配布（当日先着順）
※展示コーナーは2月24日㈯から開催
物商工観光課☎焚３３６

第27回 八潮市消費生活展
～みつめよう　みんなのくらし～

　1月18日、八潮市役所で、八
潮市、草加警察署、清掃事業者、
八潮市タクシー協会、バス事業
者による「八潮市地域安全活動
の連携及びドライブレコーダー
の記録データ提供に関する協

定」を締結しました。本協定では、それぞれが、連携して地域安全活動
を行うことで、犯罪被害や交通事故などから市民を守るとともに草加警
察による事件・事故の解決に協力するため、各事業者が設置しているド
ライブレコーダーの記録データを提供するものです。事業者によっては、
同時刻に決まったルートを走行する、あるいは24時間走行していること
から、事件や事故が発生した場合、迅速な捜査協力ができ、更に犯罪抑
止効果を向上させることができるものです。

八潮市地域安全活動の連携及び
ドライブレコーダーの記録データ提供

に関する協定の締結
物交通防犯課☎焚２８８

催
し
催
し

淵
エ
ク
セ
ル
の
応
用
（
実
技
）
〜
住
所
録

作
り
〜

講
師　
籠か

ご

倉く
ら

正ま
さ

美み

さ
ん

払
13
人
（
申
込
順
）

③
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

腹
３
月
９
日
〜
23
日
（
毎
週
金
曜
日
・
全

３
回
）　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

淵
お
散
歩
ポ
ー
チ
の
作
成

講
師　
加か

納の
う

ま
り
子こ

さ
ん
（
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
同
好
会
）

弗
裁
縫
道
具
、
も
の
さ
し
（
30
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
）、
筆
記
用
具
、
布
切
り
は
さ
み

払
15
人
（
申
込
順
）

④
人
権
講
座
「
そ
れ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
基
礎
知
識
〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
人
権
〜
」

腹
３
月
15
日
㈭　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

淵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
に
お
い
て
、
人
権

侵
害
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
た

め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
付
き
合
い
方
を
学
ぶ

講
師　
佐さ

藤と
う

佳よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん
（
㈱
情
報
文
化
総

合
研
究
所
）

弗
筆
記
用
具

払
50
人
（
申
込
順
）

―
①
〜
④
共
通
―

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

沸
①
②
④
無
料
、
③
２
０
０
０
円
（
材
料

費
）

仏
①
③
は
２
月
15
日
②
は
２
月
14
日
④
は

２
月
20
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
八

幡
公
民
館
（
☎
995
・
６
２
１
６
、
受
付
＝

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ





























（8）No.807広報 平成30年（2018年）2月10日

八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集
第
20
回
八
潮
洋
ら
ん
展

腹
３
月
１
日
㈭
〜
４
日
㈰　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

淵
洋
ら
ん
の
展
示
、
洋
ら
ん
栽
培
の
相
談

会
、
植
え
替
え
の
実
習
な
ど

沸
無
料

物
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
995
・
６
２
１
６

冬
の
星
座
観
望
会
〜
天
体

望
遠
鏡
で
月
と
冬
の
星
雲

・
星
団
を
見
よ
う
〜

　
悪
天
候
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

鑑
賞
を
し
ま
す
。

腹
２
月
24
日
㈯　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

講
師　
細ほ

そ

井い

進す
す
むさ
ん（
草
加
天
文
愛
好
会
）

募
集

払
60
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
994
・
３
２
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室
〜
操
作
編
〜

腹
３
月
15
日
㈭　
午
後
２
時
〜
４
時

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

初
心
者

淵
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め

の
基
礎
知
識
や
操
作
方
法
な
ど
※
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
一
人
１
台
用
意
し
ま
す

講
師　
携
帯
電
話
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
グ
ル
ー
プ
社
員
）

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
22
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
994
・
３
２
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員

任
期　
４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）

覆
平
成
30
年
２
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１

年
以
上
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
女
性
で
、

平
日
昼
間
（
年
１
回
）
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方
※
市
議
会
議
員
、市
職
員
（
常
勤
）、

公
募
に
よ
る
本
市
の
附
属
機
関
の
委
員
を

除
く

淵
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
に
関
す
る
事
項
を

調
査
審
議
し
、
意
見
を
述
べ
る

払
３
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

報
酬　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

仏
３
月
５
日（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
・
氏

名・生
年
月
日・電
話
番
号・応
募
動
機（
様

式
自
由
）を
記
入
の
う
え
、
窓
口
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
995
・
３
３
８
１
、
鯖
995
・
３

３
８
３
、
〒
340
―
０
８
１
５
八
潮
８
―
10

―
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スkenkozoshin

@city.yashio.lg.jp

）
へ

八
潮
市
立
小
中
学
校
施
設

建
設
委
員
会
委
員

任
期　
委
嘱
の
日
〜
（
２
年
間
）

覆
平
成
30
年
２
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１

年
以
上
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、

平
日
昼
間
（
年
２
回
程
度
）
の
会
議
に
参

加
で
き
る
方
※
市
議
会
議
員
、市
職
員（
常

勤
）、
公
募
に
よ
る
本
市
の
附
属
機
関
の

委
員
を
除
く

淵
中
学
校
校
舎
増
築
工
事
現
場
の
視
察
、

学
校
施
設
建
設
に
係
る
意
見
聴
取

払
２
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

報
酬　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

仏
３
月
９
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
教
育

総
務
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
）
を
教
育
総
務
課
（
☎
焚
３
６
０
）
窓

口
へ
※
直
接
本
人
が
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

八
潮
市
立
資
料
館
協
議
会
委
員

任
期　
５
月
１
日
〜
平
成
32
年
４
月
30
日

（
２
年
間
）

覆
平
成
30
年
２
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１

年
以
上
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
方
※
市

議
会
議
員
、
市
職
員
（
常
勤
）、
公
募
に

よ
る
本
市
の
附
属
機
関
の
委
員
を
除
く

淵
資
料
館
の
運
営
お
よ
び
資
料
保
存
な
ど

に
関
す
る
事
項
の
調
査
・
審
議
（
年
２
回

程
度
）

払
２
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

報
酬　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

仏
２
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募
用

紙
（
資
料
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）を
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
資
料
館（
☎

997
・
６
６
６
６
、
〒
340
―
０
８
３
１
南
後

谷
763
―
50
）
へ

資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

腹
４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
（
２

年
間
）

覆
満
18
歳
以
上
の
方

淵
資
料
館
で
実
施
す
る
教
育
普
及
事
業
の

支
援
な
ど
（
年
10
回
程
度
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
実
施
）

仏
２
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募
用

紙
（
資
料
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）を
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
資
料
館（
☎

997
・
６
６
６
６
、
〒
340
―
０
８
３
１
南
後

谷
763
―
50
）
へ

市
税
等
の
徴
収
補
助
員

腹
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
（
１

年
間
）

覆
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

▼
市
内
在
住
の
健
康
で
徴
収
補
助
業
務

（
電
話
催
告
・
文
書
催
告
・
現
地
調
査
を

含
む
）
に
従
事
可
能
な
方
▼
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
で
１
カ
月
13
日
以

上
、
お
お
む
ね
１
日
４
時
間
以
上
勤
務
が

可
能
な
方
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お

持
ち
の
方

淵
市
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
の
徴
収
業
務
の
補
助

払
６
人
（
面
接
選
考
あ
り
）

報
酬　
▼
基
本
報
酬
＝
月
額
７
万
４
０
０

０
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
▼
能
率
報
酬
＝

現
年
課
税
分
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
滞
納
繰
越

分
６
パ
ー
セ
ン
ト

仏
２
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
納
税
課
（
☎
焚
３
３
０
）

窓
口
へ

埼
玉
県
美
術
展
覧
会
の
作
品

搬
入
期
間　
５
月
11
日
㈮
〜
13
日
㈰　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
※
日
本
画
・
洋

画
・
書
は
、
業
者
が
搬
入
を
行
う
場
合
に

限
り
、
10
日
午
後
１
時
か
ら
搬
入
可

複
県
立
近
代
美
術
館

覆
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15
歳
以
上

の
方
（
中
学
生
を
除
く
）

淵
日
本
画
（
水
墨
画
を
含
む
）、洋
画
（
版

画
を
含
む
）、
彫
刻
、
工
芸
、
書
（
篆て

ん

刻こ
く

・
刻
字
を
含
む
）、
写
真

沸
１
点
に
つ
き
３
０
０
０
円

仏
開
催
要
項
（
八
幡
公
民
館
、
八
條
公
民

館
、
八
潮
メ
セ
ナ
、
県
生
涯
学
習
文
化
財

課
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈http://

www.pref.saitama.lg.jp/f2216/
geibunsai/kenten.html

〉
で
入
手
）

を
確
認
の
う
え
、
県
立
近
代
美
術
館
へ

物
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
☎
048
・
830
・
６

９
２
１

草
加
八
潮
消
防
局
予
防
課

臨
時
職
員

腹
４
月
１
日
〜
（
週
５
日　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
）

複
八
潮
消
防
署
予
防
課

淵
電
話
応
対
、
窓
口
業
務
、
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
の
入
力

賃
金　
時
給
950
円

仏
２
月
20
日
ま
で
に
、
履
歴
書
を
予
防
課

（
☎
996
・
０
６
６
０
）
窓
口
へ

滞納整理を強化しています

　市税の収入確保は、財政健全化および税の公平性の観点から、重要
な課題のひとつです。税収が不足するとさまざまな事業ができなくな
る恐れがあります。
　市税に未納があり、既に督促状を受け
取っている方はすぐに納付してください。
督促状を送付した日から10日を経過して
も完納の確認が取れない場合、強制的に
滞納税を徴収するため、財産の差押えな
どさまざまな手続きを行います。八潮市
では債権の差押えを中心とした滞納整理
（収入確保）を強化しており、この処分
は滞納者の意思にかかわりなく執行され
ます。

STOP滞納！

物納税課☎焚３３０

一
日
図
書
館
員
体
験

腹
３
月
３
日
㈯　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

複
八
幡
図
書
館

淵
本
棚
の
整
理
・
資
料
の
返
却
作
業
・
図

書
の
カ
バ
ー
か
け
な
ど
図
書
館
業
務
の
実

習
※
参
加
者
に
修
了
証
を
発
行

弗
カ
バ
ー
を
か
け
る
本
１
冊

払
４
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
17
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
995
・
６
２
１
５
）
へ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会「
海か

い
角か

く
七な

な
号ご

う
」

腹
３
月
４
日
㈰　
午
後
２
時
〜
４
時
10
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

淵
字
幕
や
音
声
ガ
イ
ド
付
き
の
映
画
の
上

映払
80
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

仏
障
が
い
の
あ
る
方
の
み
事
前
に
受
け
付

け
ま
す
。
２
月
17
日
か
ら
、
窓
口
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
八
幡
図
書
館
（
☎
995

・
６
２
１
５
、
鯖
997
・
９
０
２
１
）
へ

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
後
、
あ
な
た

の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
晩
図
書
館
内
で
過
ご

し
ま
す
。
そ
の
姿
を
写
真
に
収
め
、
記
念

と
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。

腹
お
は
な
し
会
＝
３
月
29
日
㈭　
午
後
４

時
〜
４
時
30
分
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎
え

＝
３
月
30
日
㈮　
午
後
３
時
〜
５
時

複
八
條
図
書
館
多
目
的
室

覆
２
歳
〜
中
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）

払
15
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
22
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
図
書
館
（
☎
994
・
５
５
０
０
）
へ

普
通
救
命
講
習
会

腹
３
月
10
日
㈯　
午
前
９
時
〜
正
午

物秘書広報課☎焚４２３

空メール画面
になるので何
か一文字入れ
て送信してく
ださい。

　2月は、固定資産税第4期、国民
健康保険税・介護保険料の各第9
期、後期高齢者医療保険料第8期
の納期です。安全・確実・便利な
口座振替で納付をお願いします。

やしお840メール配信中

Facebook、Twitter
でも同時配信中

QRコード

複
草
加
消
防
署
北
分
署

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
の
方

淵
成
人
の
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て

（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、

異
物
除
去
な
ど
）

払
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

仏
２
月
28
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
北
分
署
（
☎
944
・
７
３
０
１
）
へ

自
衛
官

①
一
般
幹
部
候
補
生

１
次
試
験　
５
月
12
日
㈯

②
一
般
曹
候
補
生

１
次
試
験　
５
月
26
日
㈯

③
自
衛
官
候
補
生

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ

―
①
〜
③
共
通
―

覆
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
②
③
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
方

仏
①
②
３
月
１
日
〜
５
月
１
日
③
随
時

物
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
☎
048
・
831

・
６
０
４
３
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おしらせＨＯＴコーナーおしらせＨＯＴコーナー

特定保健指導を利用しましょう特定保健指導を利用しましょう

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

っ
て
み
た
い
な

と
な
り
ま
ち
ま
ち

行行

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
図
書
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
書

「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ド
ラ
ッ
グ
」

喜き

多た

喜よ
し

久ひ
さ　
著

「
い
の
ち
」

瀬せ

戸と

内う
ち

寂じ
ゃ
く

聴ち
ょ
う　
著

「
バ
ー
ス
デ
イ
・
ガ
ー
ル
」村む
ら

上か
み

春は
る

樹き　
著

「
キ
ネ
マ
の
天て

ん

使し

」

赤あ
か

川が
わ

次じ

郎ろ
う　
著

「
俺お

れ

は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

大お
お

沢さ
わ

在あ
り

昌ま
さ　
著

■
児
童
書

「
よ
く
わ
か
る
人じ

ん

工こ
う

知ち

能の
う

」松ま
つ

尾お

豊ゆ
た
か　
監
修

「
小ち

い

さ
な
小ち

い

さ
な
虫む

し

図ず

鑑か
ん

」

鈴す
ず

木き

知と
も

之ゆ
き　
写
真
・
文

「
魔ま

法ほ
う

学が
っ

校こ
う

へ
よ
う
こ
そ
」

さ
と
う
ま
き
こ
作　
高た

か

橋は
し

由ゆ

為い

子こ　
絵

「
ふ
し
ぎ
な
ど
う
ぶ
つ
ラ
ン
ド
」

高た
か

畠ば
た
け

純じ
ゅ
ん　
え　
斉さ

い

藤と
う

洋ひ
ろ
し　
お
は
な
し

「
ね
ん
ね
の
う
た
」え

が
し
ら
み
ち
こ　
作

■
３
月
の
上
映
会
の
日

○
八
條
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
４
日
㈰
・
１１
日
㈰
・
２５
日

㈰　
午
前
１１
時
～

▼
一
般
向
け
＝
４
日
㈰
・
１１
日
㈰
・
２５
日

㈰　
午
後
２
時
～

○
八
幡
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
１１
日
㈰
・
２５
日
㈰　
午
後

２
時
～

※
上
映
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
３
月
の
休
館
日

八
幡
・
八
條
図
書
館　
毎
週
月
曜
日

図
書
館
特
別
整
理
休
館

八
幡　
６
日
㈫
～
９
日
㈮

八
條　
１３
日
㈫
～
１６
日
㈮

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口

毎
週
土
・
日
曜
日
、
２１
日
㈷

法律相談などで多い事例とそのアドバイス
法律相談コラム

質問
　Ｚ市役所から私に、「（長年音信不通だった）父がＺ市に生活保護申
請をした、私が父を扶養できるか回答がほしい」との内容の手紙が届
きました。父は私の幼い頃に家出し母と私を見捨てた人であり、良い
感情はありません。それに私も今は家庭を持っており生活の余裕はあ
りません。私に父を扶養する義務がありますか。Ｚ市への回答は義務
ですか。
回答
　生活保護法は「扶養は保護に優先する」と定めており、もし身内か
ら仕送りを受ければその分保護支給額が減る仕組みです。そこで、生
活保護申請を受けた市（福祉事務所）は、本人の意向に関係なく、そ
の親族に、扶養の意思の有無を照会するのが通例です。
　照会を受けたあなたにお父さんを扶養する義務があるか否かは、生
活保護法ではなく民法の規定によります。民法877条１項は、「直系血
族及び兄弟姉妹は、互いに扶養をする義務がある」と定めています。
ただし、ここでいう「扶養」は、（配偶者間や対未成熟子を除き）扶
養者の生活水準を犠牲にすることまで要求しないと解されます。あな
たの生活に全く余力がない状況ならそもそも扶養義務は生じません。
仮に扶養義務ありとしても、具体的にどの程度（金額）の義務なのか
は別問題です。民法879条は①まず当事者間の協議で決める②協議が
できない場合は家庭裁判所が決める、としています。②の際、裁判所
は「一切の事情を考慮」します。あなたとお父さんの長年の関係性も
考慮されるべき事項の一つといえます。すなわち、あなたにお父さん
への具体的な扶養義務があるとは即断できません。
　Ｚ市の照会に回答を強制する効力はなく、あなたの気持ちに沿って
「扶養の意思なし」と回答してもよいのです。その状況下でお父さん
が生活保護の対象になるか否かは、生活保護法に基づいてＺ市が判定
するのです。
　ところで、近年の生活保護法改正で、「福祉事務所の権限で、扶養
義務者（つまりあなたの立場の人）の資産・収入状況について銀行や
勤務先等に報告を求められる」と規定されました。実際の運用例は乏
しいようですが、あなたに適用がないと言い切れません。民法の趣旨
に反して当事者（生活保護が必要な人も、その親族も）を萎縮させか
ねず、導入時も強い批判がありました。今後も極めて慎重に運用すべ
き規定であると考えます。
物埼玉弁護士会越谷支部☎９６２－１１８８　北川浩司（弁護士）

音信不通の実父による生活保護申請と扶養義務

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

越
谷
市

市
制
６０
周
年
記
念
「
平
成
２９
年
度
越
谷
市

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

腹
２
月
２５
日
㈰　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

複
中
央
市
民
会
館
お
よ
び
周
辺

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

淵
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
学
び
ス
テ
ー
ジ
、
健

康
コ
ー
ナ
ー
、
伝
統
的
手
工
芸
品
コ
ー
ナ

ー
や
消
防
コ
ー
ナ
ー
な
ど

物
生
涯
学
習
課
☎
９６３
・
９
２
８
３

松
伏
町

ふ
る
さ
と
寄
席　
林は

や
し

家や

正し
ょ
う

蔵ぞ
う

・
桂か

つ
ら

小こ

南な
ん

二

人
会

腹
３
月
１０
日
㈯　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）

複
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ

出
演　
林
家
正
蔵
（
落
語
）、桂
小
南
（
落

語
）、
マ
ギ
ー
司し

郎ろ
う

（
マ
ジ
ッ
ク
）
ほ
か

沸
（
全
席
指
定
）
大
人
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円
※
未
就
学
児
は
入

場
不
可

物
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
☎
９９２
・
１
０

０
１

三
郷
市

文
化
協
会
祭

腹
２
月
１7
日
㈯
・
１8
日
㈰
・
２２
日
㈭
～
２５

日
㈰　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時
※
開

始
時
間
は
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

複
三
郷
市
文
化
会
館

淵
文
化
協
会
加
盟
団
体
の
発
表
会
（
舞
台

・
絵
画
・
俳
句
・
華
道
・
茶
道
・
囲
碁
将

棋
な
ど
）

物
市
民
活
動
支
援
課
☎
９３０
・
７
７
１
４

草
加
市

桃
の
節
句
展

腹
３
月
１１
日
㈰
ま
で

複
歴
史
民
俗
資
料
館

淵
市
民
が
制
作
し
た
色
と
り
ど
り
の
つ
る

し
飾
り
、
明
治
・
昭
和
・
平
成
と
そ
れ
ぞ

れ
に
特
色
の
あ
る
７
段
ひ
な
飾
り
、
源
氏

物
語
貝
合
わ
せ
、
御
殿
飾
り
な
ど
の
展
示

物
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
９２２
・
０
４
０
２

吉
川
市

公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

腹
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰　
午
前
９
時
～

午
後
５
時

複
中
央
公
民
館

淵
芸
能
・
音
楽
・
芸
術
作
品
の
発
表
や
展

示
、
模
擬
店
や
各
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

物
中
央
公
民
館
☎
９８１
・
１
２
３
１

　特定保健指導の通知が届いた方は、生活習慣を見直すチャ
ンスです。
　利用は無料ですので、積極的に活用しましょう。

物国保年金課☎焚８２５

　
高
齢
者
の
介
護
で
は
、
介
護
者
が
心
身

共
に
疲
労
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
を
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
自
分
で
は
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

介
護
は
一
人
で
頑
張
ら
な
い
で

　
高
齢
者
の
介
護
を
す
る
こ
と
は
簡
単
な

こ
と
で
は
な
く
、
一
人
で
介
護
を
し
て
い

る
と
介
護
者
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
で
は
、

施
設
に
通
所
す
る
こ
と
に
よ
り
入
浴
・
食

事
な
ど
の
介
護
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
短
期
間
施
設
に

入
所
し
介
護
を
受
け
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
介

護
を
頑
張
ら
ず
、
介
護
保
険
制
度
の
ご
利

用
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
保
険
制
度
や
認
知
症
に
関
す
る
こ
と

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら

　
高
齢
者
虐
待
は
、
行
わ
れ
る
場
所
が
自

宅
内
で
あ
る
な
ど
、
周
囲
か
ら
は
発
見
し

に
く
い
も
の
で
す
。
近
所
か
ら
怒
鳴
り
声

が
聞
こ
え
た
り
、
高
齢
者
が
急
激
に
痩や

せ

た
り
な
ど
、
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ

た
ら
、
長
寿
介
護
課
ま
た
は
お
近
く
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
※
連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

（
支
援
の
流
れ
の
例
）

①
虐
待
に
気
づ
い
た
方
が
長
寿
介
護
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

②
長
寿
介
護
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
状
況
確
認
の
た
め
自
宅
や
施

設
な
ど
に
訪
問

③
介
護
者
と
相
談
し
な
が
ら
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
う

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８

ふ
れ
あ
い
福
祉
コ
ー
ナ
ー

介
護
を
す
る
方
を
み
ん
な
で
支
え
ま
し
ょ
う

■地域包括支援センター
名称 担当地域

東部地域包括支援センターやしお苑
（南川崎２１０－１）☎９９８－８８９５

二丁目、木曽根、南川崎、伊勢野、
八潮１～７丁目

西部地域包括支援センターケアセン
ター八潮（鶴ヶ曽根１１８４－４）
☎９９４－５５６２

小作田、松之木、中馬場、上馬場、
西袋、柳之宮、南後谷、中央１～４丁
目、緑町１・２・４丁目、八潮８丁目

南部地域包括支援センター埼玉回生
病院（大原４５５）☎９９９－７７１７

大瀬、古新田、垳、大原、浮塚、大曽
根、大瀬１～６丁目、茜町１丁目

北部地域包括支援センターやしお寿
苑（八條２９４－４）☎９３０－５１２３

八條、鶴ヶ曽根、八潮団地、伊草、
伊草団地、新町、緑町３・５丁目

〈特定保健指導の利用のながれ〉

①特定健診を
受診する

②特定保健指導の
通知が届く

③生活習慣の改善
にチャレンジ

日々の健康管理のた
めに、毎年特定健診
を受診しましょう。

健診結果で、特定保
健指導該当となった
方には、封筒および
電話で案内が届きま
す。ぜひ、お申し込
みください。

専門職と一緒に目標
に向けて取り組みま
しょう。
６カ月間、電話やメ
ール・手紙でサポー
トします。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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３月子育て情報コーナー

●
救
急
電
話
相
談
（
２４
時
間
３６５
日
）

☎
＃
７
１
１
９
（
携
帯
電
話
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ

ッ
シ
ュ
回
線
ご
利
用
の
場
合
）
☎
０４８
・
８２４

・
４
１
９
９
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電

話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ご
利
用
の
場
合
）

淵
急
な
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
受
診
の

必
要
性
な
ど
看
護
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

※
従
来
の
電
話
番
号
か
ら
も
電
話
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
人
の
救
急
電
話
相
談
☎
＃
７
０
０
０

小
児
救
急
電
話
相
談
☎
＃
８
０
０
０
ま
た

は
☎
０４８
・
８３３
・
７
９
１
１

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０４８
・
８２４
・
４
１
９
９

※
歯
科
、
口こ

う

腔く
う

外
科
、
精
神
科
の
ご
案
内

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

3月の

①
乳
幼
児
相
談
（
当
日
受
付
）

腹
３
月
６
日
㈫　
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時

３０
分

覆
満
２
カ
月
～
未
就
学
児

②
マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
相
談
（
予
約
制
）

腹
３
月
６
日
㈫　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

（
一
人
４５
分
）

覆
乳
幼
児
の
保
護
者
、
妊
婦

淵
臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育
て
上
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談

払
２
人

③
パ
パ
・
マ
マ
学
級
（
予
約
制
）

腹
３
月
１１
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

覆
妊
娠
５
～
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫

④
離
乳
食
（
初
期
）
教
室
（
予
約
制
）

腹
３
月
１４
日
㈬　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

覆
満
５
～
６
カ
月
児

⑤
離
乳
食
（
後
期
）
教
室

腹
３
月
１５
日
㈭　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

（
予
約
制
）

覆
満
１０
～
１１
カ
月
児

⑥
す
こ
や
か
相
談
（
予
約
制
）

腹
３
月
１５
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

覆
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
や
こ
と
ば
の

遅
れ
、
夜
尿
症
、
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど

の
心
配
が
あ
る
方

⑦
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン
（
当
日
受
付
）

腹
３
月
２０
日
㈫　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

覆
妊
婦

―
①
～
⑦
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

仏
③
は
電
子
申
請
ま
た
は
電
話
、
②
④
⑤

⑥
は
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

●
八
潮
市
立
休
日
診
療
所
（
小
児
科
・
内

科
）
☎
９９５
・
３
３
８
３

腹
日
曜
・
祝
日　
午
前
１０
時
～
正
午
、
午

後
２
時
～
４
時

複
保
健
セ
ン
タ
ー
（
公
園
側
）

●
草
加
市
子
ど
も
急
病
夜
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
９５４
・
６
４
０
１

腹
月
～
金
曜
日　
午
後
７
時
３０
分
～
１０
時

３０
分
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日　
午
後
６
時

３０
分
～
１０
時
３０
分

複
草
加
市
立
病
院
内

覆
０
歳
児
～
１５
歳
の
患
者
で
内
科
系
の
症

状
（
発
熱
、
腹
痛
、
お
う
吐
な
ど
）

●
㈶
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
　
大
阪
中

毒
１１０
番
（
２４
時
間
）

☎
０７２
・
７２７
・
２
４
９
９

淵
毒
物
（
薬
、
化
学
薬
品
な
ど
）
を
誤
っ

て
飲
ん
だ
と
き
の
応
急
手
当
の
仕
方

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
問
申

995
・３
３
８
１

☎☎

●
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

　
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
で
、
県
で

は
６５
歳
に
な
っ
て
か
ら
「
要
介
護
２
」
以

上
に
な
る
ま
で
の
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
が
大
切
で
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
て
健
康
長
寿
な
方
を
増
や
す
た
め

に
、
出
前
講
座
で
「
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
方
に
は
「
健
康

長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
応
援
ブ
ッ
ク
」
を
贈
呈

し
ま
す
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
は
、
人
が
い
き
い

き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
と
て
も

重
要
で
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
は
、
ス
ト
レ
ス
に
立
ち
向
か
う
抵
抗
力

を
高
め
て
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
生
活
、
適
度
な
運
動
、
休
養
を
と
る

こ
と
を
心
が
け
、
こ
こ
ろ
を
健
康
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
春
は
、
就
職
や
転
勤
な
ど
環
境

の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。身
近
な
人
の「
い

つ
も
と
違
う
」
と
い
う
気
づ
き
が
こ
こ
ろ

の
問
題
の
早
期
発
見
や
早
期
対
応
に
役
立

ち
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精
神
科
医
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
月
１
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
女
性
の
健
康
週
間

　
３
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
は
「
女
性
の

健
康
週
間
」
で
す
。

　

女
性
は
、
思
春
期
、
妊
娠
・
出
産
期
、

更
年
期
、
老
年
期
と
生
涯
を
通
じ
て
、
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
動
し
、
そ

の
影
響
で
心
と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が

生
じ
ま
す
。
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
の
体
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
相
談
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
心
身
に
不
調
を

感
じ
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
健
康
づ
く
り
の
料
理
教
室

腹
３
月
１９
日
㈪　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
で
６４
歳
以
下
の
方
（
調
理
未

経
験
者
歓
迎
）

淵
カ
ル
シ
ウ
ム
Ｕ
Ｐ
レ
シ
ピ
「
骨
粗
し
ょ

う
症
を
予
防
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
調
理

実
習
と
講
話

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円
（
食
材
料
費
）

仏
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　インフルエンザは、高熱や関節の痛みなどを伴い、人に
よっては重症化するおそれもあります。感染を防ぐには、
ウイルスを体内に侵入させないことや周りの人にうつさな
いようにすることが重要です。一人ひとりが「かからない」
「うつさない」対策をしましょう。

インフルエンザが流行しています

　インフルエンザかなと思ったら、早めに医療機関を受診
して、安静にして休養をとりましょう。また、マスクを着用
するなど、周りの人にうつさないように心がけましょう。

【インフルエンザ感染予防のポイント】
・外出後の手洗い、うがい
・適度な湿度の保持
・十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
・人混みや繁華街への外出を控える

子育てひろば だいばら児童館（わんぱる）☎９９９－０３２１

やしお子育てほっとステーション  ☎９５１－０２８５

▼１５日㈭　午前１０時～午後１時
＝子育て相談　淵育児の不安
や悩みなど（１人５０分程度）　
払３人（申込順）　仏窓口また
は電話で児童館へ

▼毎週月・火・金曜日　午前１１時
３０分～＝ちゅうりっぷリズム　
淵体操、ふれあい遊びなど

▼毎週木曜日　午前１０時～正午
＝ボールプール

▼毎週土・日曜日、祝日の午前
中＝電車で遊ぼう

（小学生向けイベント）
▼毎日午後４時～＝チャレンジ
ランキング「割りばしマジッ

クハンド」
▼毎週土曜日、午後２時３０分～
＝なかよしひろば
３日　キッカーボード
１０日　ビンゴゴルフ
１７日　キッカーボード
２４日　ターゲット
（春休みイベント）
▼２７日㈫　電車のまちを作ろう
▼２９日㈭　バルーンスライム
時間　午後２時３０分～
覆小学生・保護者同伴の幼児
払各１５人（申込順）
仏窓口または電話で児童館へ

●利用者支援
覆妊産婦の方、子育て親子
淵子育て相談や保育施設、子育
て支援サービスの紹介など
●ホームスタート
覆市内在住の就学前のお子さん
のいる子育て親子
淵子育ての不安や悩みを聞く、
一緒に食事を作るなど
※活動は、フレンドシップを主
としたものであり、ベビーシッ
ターや家事代行はしません。
―共通―
腹月～金曜日（年末年始を除く）
午前１０時～午後４時
沸無料

●ファミリー・サポート・セン
ター
腹月～土曜日（年末年始を除く）
午前９時３０分～午後４時３０分
覆生後おおむね６カ月～小学生
までのお子さん
淵保育施設までの送迎、外出時
のお子さんのお預かりなど
◆入会説明会
腹３月１０日㈯　午後１時～２時
覆お子さんがいて援助を希望す
る方、援助ができる方
淵援助活動の仕組みの説明
仏窓口または電話でやしお子育
てほっとステーションへ

時間　午前９時～午後５時
３月の休館日…祝日を除く毎週水曜日、２２日㈭

名　称
や　わ　た
子育てひろば
☎９９８－７４２１

はちじょう
子育てひろば
☎９９７－８７６７

ゆまにて
子育てひろば
☎９９５－９２２２

楽習館
子育てひろば
☎９９５－３０３５

だいばら
子育てひろば
☎９９６－３８３９

駅前
子育てひろば

（やしお子育てほっ
とステーション）

場　所 保健センター
八條公民館ちび
っこコミュニテ
ィールーム

ゆまにて
和室

やしお生涯
楽習館

だいばら
児童館

すくすくルーム

やしお子育てほっ
とステーション
（ＴＸ高架下）

日　時
（祝日を除く）

月～木 火～金 火～金 月･水･木･金 月・火・木・金 毎日

午前１０時～午後３時 午前１０時～午後４時

主
な
事
業

身体
測定

２２日㈭ １４日㈬ １４日㈬ ５日㈪ ８日㈭ ２２日㈭

午前１０時～１１時３０分

講習
など
（１）

５日㈪ ７日㈬ ７日㈬ ９日㈮ 毎週月曜日 ６日㈫

午前１１時～正午 午前１１時～
午後１時

午前１０時～
１１時

午前１１時～
１１時３０分

午前１１時～
午後１時

バルーンアート 巡回相談 タッチケア お話し会 巡回相談

講習
など
（２）

１５日㈭ ２３日㈮ ２８日㈬ １９日㈪ １５日㈭ ２３日㈮

午前１１時～正午 午前１１時～
午後１時

午前１０時３０分
～１１時

午前１０時１５分
～１１時１５分

お楽しみ会 スタンプ
あそび

親子ふれあい
あそび 巡回相談 吊るし飾り

づくり タッチケア

子育てひろばは、おおむね３歳未満の児童と保護者の「子育て親子」の交流の場です。
＊各ひろばへのご来場は公共交通機関をご利用ください。
※３月の休館日：だいばら子育てひろば＝２２日㈭
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５０歳からのフラダンス体験
腹２月１９日・２６日（各月曜日）　午前１０時
～１１時３０分　複やしお生涯楽習館　覆
５０歳以上の女性　淵基本のステップ、
音楽にのってハワイアンフラを基礎か
らレッスン　弗Ｔシャツ、タオル、飲み
物　払１０人（申込順）　沸無料　
仏フラサークル　パウレレ・高井（☎
０９０－６１７０－０１８５）へ

ニュースポーツセミナー　２０１７ｉｎ県東
腹３月１８日㈰　午前９時３０分～正午頃　
複やしお生涯楽習館（雨天時は文化ス
ポーツセンター）　淵試合形式のロー
ンボウルズ講習会　弗タオル（雨天時
は室内用運動靴）　沸無料　
物レクリエーション協会事務局（文化
スポーツセンター内）☎９９６－５１２６

着物着付同好会会員募集
腹第２・第４火曜日　午前９時３０分～正午　
複八幡公民館　弗着物一式　沸入会費
１，５００円、月会費１，０００円　
物西☎９９６－６１６５

伝言板伝言板 ８４０伝言板の掲載について
　こちらのコーナーは、市民の皆さ
んから寄せられた情報を掲載してい
ます。
　掲載を希望する方は、広報やしお
８４０伝言板掲載依頼書（秘書広報課
または市ホームページで入手）を窓
口、郵送、ファクスまたは電子メール
で提出してください。
申込期限　掲載希望月の前月５日ま
で
※営利または、宣伝・広告を目的とす
るもの、指導者などが生徒を募集す

るもの、求人に関するものなどは掲
載できませんのでご注意ください。
　また、掲載基準を満たしていても、
紙面の状況によっては掲載できない
場合がありますので、ご了承くださ
い。
※掲載にあたっては事前に内容の確
認をお願いしています。
　内容に誤りがないか、必ず確認し
てください。連絡がとれないなど、確
認ができない場合は掲載できません
ので、ご了承ください。

物秘書広報課☎奮３７３

３月各種無料相談
☎996-2111
★①⑦⑪⑭⑰の予約は、電話で受け付けます。
★相談日が祝日の場合は、お休みです。

⑬ 内 職 相 談
内職の求人、求職のあっ
せん、および相談（内職相
談員が対応）

腹毎週火曜日
　午前１０時～正午
　午後１時～３時３０分
複市民相談室

物商工観光課　☎奮２７４⑥ D V 相 談
ＤＶ被害（配偶者からの
暴力）について電話・面談
による相談（女性相談員
が対応）

腹毎週月・金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
※面談の場合は要予約
☎９９６－３９５５（ＤＶ相談支援室専用電話）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑭若年者就職相談
若年者（４０歳未満、学生・生徒
可）の就職、転職、職業能力な
どについての相談（キャリア
カウンセラーが対応）

腹３月７日㈬
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複勤労青少年ホームゆまにて
払５人（事前予約制）

物ゆまにて　☎９９６－０１２３⑦ 女 性 相 談
女性が抱えるさまざまな
悩みについての相談（女性
相談員が対応）、第１木曜
日はピアカウンセリング

腹毎週火～木曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複駅前出張所内相談室
払５人（事前予約制）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑮ 教 育 相 談
児童・生徒の言動やいじ
め・不登校に関すること
など教育についての相談
（専任教育相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時３０分～正午
　午後１時～４時
複教育相談所（八條小学校西隣）

物教育相談所　☎９９５－００７７⑧ 人 権 相 談
プライバシーの侵害など
基本的人権についての相
談（人権擁護委員が対応）

腹３月８日㈭
　午後１時～４時
複市民相談室

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１

⑯家庭児童相談
子どもの家庭での養育上
の心配や悩みごとについ
ての相談（家庭児童相談
員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時～正午
　午後１時～４時
複家庭児童相談室

物子育て支援課　☎奮４７２⑨心配ごと相談
日常生活における心配ご
とや悩みごとについての
相談（心配ごと相談員が
対応）

腹３月７日㈬・２８日㈬　午後１時～４時
複身体障害者福祉センターやすらぎ
　☎９９８－７６１６
　（心配ごと相談専用電話）

物社会福祉協議会� ☎９９５－３６３６

⑩生活困窮者自立相談
経済的な問題などの心配
ごとについての相談（生
活困窮者自立相談支援員
が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前８時３０分～午後５時１５分
複社会福祉課　☎９４９－６３１７（生
活困窮者自立相談支援専用電話）

物社会福祉課　☎奮４９３ ⑰子育て相談
子育ての不安や悩みごと
についての相談（教育カ
ウンセラーが対応）

腹３月２２日㈭
　午前１０時～午後１時
複だいばら児童館（わんぱる）
払３人（事前予約制）

物だいばら児童館　☎９９９－０３２１

⑪こころの健康相談
不眠・不安などによるここ
ろの病気やひきこもり、高
齢者の認知症などについ
ての相談（専門医が対応）

腹３月５日㈪　午後１時～２時３０分
複保健センター
払２人（事前予約制）

物保健センター　☎９９５－３３８１ ⑱子育て電話相談
子育てや保育に関して、
不安や悩みごとを電話で
相談（保育士が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～午後３時

物南川崎保育所　☎９９８－７７１１

⑫消費生活相談
悪質商法などに関する問
題や借金問題など消費生
活全般についての相談
（消費生活相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複消費生活センター
　※受付は商工観光課

物商工観光課　☎奮３３６ ⑲休日・夜間納税相談
市税・国民健康保険税の
納付についての相談

腹３月４日㈰　午前９時～午後４時
　毎週木曜日　午後５時１５分～７時
複納税課

物納税課　☎奮３３０

① 法 律 相 談
法律上の諸問題について
の相談（弁護士が対応）
※２日前の水曜日午前９時
から電話予約

腹毎週金曜日
　午後１時２０分～４時
複市民相談室
払８人（事前予約制）

物秘書広報課　☎奮３７３

⑤司法書士相談
土地・建物の所有権移転登
記、相続、会社設立、成年後
見人制度などについての相
談（司法書士が対応）

腹３月１５日㈭
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

②税理士相談
相続税など税金全般につ
いての相談（税理士が対
応）

腹３月５日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

③不動産相談
マンションおよび不動産
取引全般についての相談
（宅地建物取引士が対応）

腹３月１３日㈫
　午後１時～４時
複駅前出張所内相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

④行政書士相談
官公庁へ提出する書類・
申請書の作成、離婚・相続
などについての相談（行
政書士が対応）

腹３月１９日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

教
育　委

員
会

こ
ち
ら

くらしの
豆知識

　
ジ
ョ
イ
ス
タ
（
土
曜
勉
強
会
）
は
、「
Ｊ

ｏ
ｙ
（
喜
び
）」と「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄｙ
（
学
習
）」

を
掛
け
合
わ
せ
た
名
前
の
学
習
教
室
で
、

平
成
２９
年
度
は
、
６
月
か
ら
１
月
に
か
け

て
、
教
員
や
地
域
の
方
な
ど
が
講
師
と
な

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
（
８
回
開
催
）

　
小
学
校
３
年
生
か
ら
小
学
校
６
年
生
を

対
象
に
、
児
童
が
宿
題
や
ド
リ
ル
な
ど
を

持
参
し
、
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

○
特
別
授
業
教
室
（
７
回
実
施
）

　
「
数
の
パ
ズ
ル
」
や
「
燃
料
電
池
実
験
」、

昔
の
道
具
に
ふ
れ
る
「
歴
史
探
検
」、
歌

や
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
「
英
語
活
動
」

な
ど
、
普
段
は
体
験
で
き
な
い
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

○
入
試
対
策
教
室
（
８
回
実
施
）

　
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、
県
公
立
高

校
入
試
問
題
の
対
策
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
児
童
・
生
徒
が
楽
し
く
学

び
、
学
力
の
向
上
を
目
指
し
た
学
習
機
会

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

物
指
導
課
☎
焚
３
５
９

【
事
例
１
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ア
パ

レ
ル
系
の
写
真
を
通
販
サ
イ
ト
に
載
せ
れ

ば
、
毎
月
確
実
に
収
入
が
得
ら
れ
る
と
、

勧
誘
メ
ー
ル
が
届
き
、
５０
万
円
の
情
報
商

材
（
ソ
フ
ト
）
を
分
割
で
購
入
し
た
。
作

業
を
開
始
し
て
２
カ
月
後
に
ソ
フ
ト
が
動

か
な
く
な
り
、
業
者
に
問
い
合
わ
せ
た
が

連
絡
が
取
れ
な
い
。
収
入
が
な
い
ま
ま
割

賦
の
支
払
い
だ
け
が
続
い
て
い
る
。

【
事
例
２
】
登
録
料
（
２
万
円
）
さ
え
払

え
ば
収
入
を
得
ら
れ
る
と
広
告
す
る
サ
イ

ト
に
登
録
し
た
と
こ
ろ
、
情
報
商
材
が
送

ら
れ
て
き
た
。
内
容
を
確
認
す
る
と
フ
リ

マ
サ
イ
ト
で
商
品
を
販
売
す
る
と
い
う
内

容
だ
っ
た
。
広
告
と
違
う
と
業
者
に
苦
情

を
言
う
と
、
さ
ら
に
１０
万
円
払
え
ば
儲
か

る
情
報
を
教
え
る
と
言
わ
れ
た
。

ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　
誰
に
で
も
簡
単
に
稼
げ
る
こ
と
を
強
調

し
て
、
ブ
ロ
グ
な
ど
へ
の
宣
伝
書
き
込
み

の
内
職
契
約
を
迫
っ
た
り
、
高
価
な
情
報

商
材
を
購
入
さ
せ
た
り
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
契
約
後
の
返
金
や
解
約
に
な
か

な
か
応
じ
て
く
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
安
易
に
広
告
を
信
じ
て
資
料
請
求
し
た

り
、
情
報
商
材
を
購
入
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
簡
単
に
高
収
入
が
得
ら
れ
る「
う
ま
い
」

話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
三
者
の
意
見
も
聞

く
な
ど
冷
静
な
判
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
に

つ
い
て
理
解
で
き
な
い
契
約
は
、
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
や
県
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

物
八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
受
付
は

商
工
観
光
課
）
☎
焚
３
３
６
、
埼
玉
県
消

費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０４８
・
７３４

・
０
９
９
９

ジ
ョ
イ
ス
タ
　
―
学
力
の
向
上
と

学
習
意
欲
の
高
揚
を
図
る
―

情
報
商
材
の

購
入
・
内
職

に
注
意
！

　
情
報
商
材
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
な
ど
、
さ

特別授業教室「数のパズル」の様子
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▪広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の
方は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。な
お、次回の新聞折り込みは、3月10日（土）です。

この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。

〈広　告〉

や
し
お
八
つ
の
野
菜
de
健
康
レ
シ
ピ

　
や
し
お
の
八
つ
の
野
菜
（
こ
ま
つ
な
・
枝
豆
・
ね
ぎ
・
ほ
う
れ

ん
草
・
と
ま
と
・
な
す
・
山
東
菜
・
天
王
寺
か
ぶ
）
を
使
用
し
た

レ
シ
ピ
を
毎
月
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
2
月
は
、
や
し
お
八
つ
の
野
菜
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
、
ほ
う
れ
ん
草
を
使
っ
た
「
ほ
う
れ

ん
草
と
マ
イ
タ
ケ
の
ス
ー
プ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

物
都
市
農
業
課
☎
焚
２
９
９

ほ
う
れ
ん
草
と
マ
イ
タ
ケ
の
ス
ー
プ

レ
シ
ピ
❾

●
作
り
方

①
ほ
う
れ
ん
草
は

ゆ
で
て
水
に
さ
ら

し
、
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
る
。

②
マ
イ
タ
ケ
は
石

づ
き
の
部
分
を
切

り
落
と
し
小
さ
く

割
く
。

③
鍋
に
水
、
和
風

だ
し
の
素
、
鶏
が

ら
ス
ー
プ
の
素
を

入
れ
火
に
か
け

る
。
沸
騰
し
た
ら
マ
イ
タ
ケ
を
入
れ
、

再
び
沸
騰
し
た
ら
ほ
う
れ
ん
草
を
入
れ

る
。
さ
ら
に
沸
騰
し
た
ら
卵
を
と
き
入

れ
卵
に
火
が
通
っ
た
ら
火
を
止
め
る
。

④
器
に
盛
り
、
千
切
り
し
た
ゆ
ず
の
皮

を
散
ら
す
。

●材料（４人分）
ほうれん草	 2分の1束
マイタケ	 適量
卵	 2個
和風だしの素	 小さじ1
鶏がらスープの素	 小さじ1
水	 ３カップ
ゆずの皮	 千切り少々

ほうれん草　アカザ科の野菜で原産地は
ペルシャ（現在のイラン）。軟弱野菜の
ひとつで、大都市に隣接する八潮市には
立地上の優位性があり、広く栽培されて
います。

　西古新田町会では、（一
財）自治総合センターが宝
くじの収入を財源に交付し
ている助成金を受けて、自
治会館の備品を購入しまし
た。
物市民協働推進課☎焚３２８

▼宝くじ「クーちゃん」マーク

い
き
い
き

い
き
い
き
や
し
お

や
し
お
写
真
館

写
真
館

新たな決意を胸に八潮産野菜をＰＲ

手作りお面で「おにはそと」 新春にふさわしい古典音楽の音色

　1月８日、八潮メセナで、「平成３０年八潮市成人式」が開催され５
７４人の新成人が参加しました。
　当日は、「飛翔～羽ばたく瞬間」のスローガンの下、成人式実
行委員長がこれまで支えてくれた方々への感謝の気持ちや新成人
としての抱負を述べました。
　また、各中学校区に分かれて行った「成人のつどい」では、恩
師や友人と思い出話に花を咲かせ、成人を迎えた喜びを分かち合
っていました。

　1月５日、ふれあい農産物直売所の平成３０年の開店初日に初荷パ
レードが行われました。たくさんの野菜を載せたトラックを先頭
に、計５台が「やしお八つの野菜」のステッカーを貼って市内を
巡り、地場産野菜をＰＲしました。
　また、やしお駅前公園ではトラックに積んだ野菜の無料配布を
しました。

　1月2５日、だいばら子育てひろばで「おにのお面づくり」が行
われ、16組のお子さんと保護者が参加しました。
　子どもたちは、節分にちなんだ話をきいてから、目や鼻のパー
ツをつけたり、クレヨンで模様を書いたりしながら、思い思いの
お面を作りました。
　最後には、「おにはそと」のかけ声とともに、新聞紙で作った
豆を一生懸命に投げる姿が見られました。

　1月1４日、八潮メセナのロビーで、「新春ロビーコンサート古典
音楽の集い」が開催され、約９０人が来場しました。また、コンサ
ートの前後には展示室でお茶会も行われました。
　コンサートでは、長唄と箏

こと

、三味線の演奏などが行われ、最後
には来場者全員で長唄「雨の五郎」を歌いました。
　来場者からは、「和楽器独特の優雅な雰囲気がすごくよかった
です」「明るく、華やかで素敵でした」などの感想がきかれました。

コミュニティ助成事業平成
２９年度
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